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「学園前アートフェスク　2016」(2016
年11月５日～13日）に、現代美術の出品作
家として参加 させて頂い た。複数の会場で
展示させて頂いたが、その中で、 自分にと
ってメイン展示会場であっ た大和文華館文
華ホールにおいて、こども学科の学生だち
との「街を写す」プ ロジェ クトを絡ませ た
展示を行っ た。
大和文華館文華ホール での展示形態は、
安喜 万佐 子個展の形 式をとってお り、「時
の海・光の輪郭-sea of time, contours of
light-」とタイトルを付すし、学園前の地
面に宿る時間、その中の人々の営みを、
現代絵画によるイ ンスタレーションで感
じて頂けるものを目指した。（写真①）
中央 奥の横幅３メートルの安 喜絵画は、
学園前の様々な場所で安喜自身 が行った
地面フロ ッタージ ュ（＝擦りだし。 地面
の上に紙を敷き、木炭等てこずり、地表
の柄を写したもの）を基に、開発以来の
様々な年代の学園前の姿が層となって浮かび
上がるよう制作された。
これに呼応させ、会場入り口を入ると、まず、学生た
ちによる学園前フロッタージュが左 右に現れ（写真 ②）、
そのフロッタージュの壁の間を抜けると、「土地の記憶
の層」をテーマとする安喜の絵画が目前に広がるとい う
しかけを考え、学生たちに呼びかけた。
学生だものフロッタージュは、図画工作科研究と絡め、
１年生全員で行った。フロッタージュは幼児や児童が事
物 に 触 覚 と 視 覚 の 両 方 を 働 か せ 関 わり な が ら 行 う表 現 と し
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写真①
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写真③
て、保育造形や図画工作で用いられる手法である。
各自が選んだパステルや鉛筆、紙を持って、学生たちは大学の
周辺地域の地面のフロッタージュに出かけた。（写真③①） た
くさん採取したフロッタージュから、各自、気に入ったものを、
大切にＣＤケースに入れ保存した。（写真⑤⑥）
「こどもの頃、地面を触って遊んだことを思い出して夢中で地面
を擦りました。」「同じコンクリート素材でも、日の当たると
ころはさらさらしているけど、ビル陰になるところはざらざら
しているなど発見だらけであった。」「素通りしていた道から
面白い形がたくさん採集でき驚きが多かった。マンホールの温
度に触れるなども懐かしく、何枚も採集した。」
写真④
「普段見ていない世界を見つけることは大事で、もっともっと面白いものをみつけてやる
うと思いました。」「馴染みのある建物を子供達と擦り出しをして、ニセモノの建物を
つくるなど展開を考えている。」など、フロッタージュ採集直後の学生だもの感想であ
る。普段、そこを歩きながらも目にとめなかったものへの発見の喜びや、教育現場での
フロッタージュを使った授業展開への想像を膨らませたようであった。
写真⑤
１年生がＣＤ ケースに保存していったフロッタージ
ュ（採集物）を、４年生がモザイクのように並べ（再
構成）し、展示の状態に仕上げた。（写真⑦）１年生
の発見を伴った痕跡を、４年生が読み取りながら、編
集していくような作業である。色や表出している形の
個性を読み取り、意見を交わしながら組み立てていっ
た。
フロッタージュによる、日常の中の未知の発見。あ
まり馴染みない現代美術との出会い。地域との関わり。
そして、自分だもの痕跡が再構成され展示されている
のを見ることで、また新たな発見かおる。
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造形活動は、発見の多さが喜びにつながる。現代美術を面白く感じる心の
動きのひとつは、日常の見向きもしなかったことへの発見から広い世界をみ
写真⑦
つけた時に起こる。　本プロジェ クトを通し、学生たちも、その一端を体験出来たようで
あった。また、学園前アートフェスク来場者からも、大いに評判をいただいた。
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